
福島県もりの案内人
（左）氏

うじ
家
いえ

 武
たけし

さん[川俣町]、（右）佐
さ

藤
とう

 典
のり

子
こ

さん[福島市]

氏
家
さ
ん
　
子
ど
も
の
自
然
離
れ
が
進
ん

で
い
る
よ
う
に
感
じ
、も
っ
と
山
や
森
に

親
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
自
然
観
察
な
ど
を
通
じ
て
、森
の

素
晴
ら
し
さ
や
楽
し
さ
、地
球
環
境
を
守

る
重
要
な
役
割
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
大
人
も
自
然
に
あ
ま
り
触
れ
た
こ
と
が

な
い
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
親

子
で
自
然
の
中
に
何
回
で
も
出
か
け
て
、

自
然
の
変
化
や
新
た
な
気
付
き
に
つ
い
て

親
子
で
共
有
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
い

う
経
験
を
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、き
っ
と

大
人
に
な
っ
て
も
自
然
に
親
し
み
、自
然

を
大
切
に
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、一
人
で
も
多
く
の
方
に
山
や

森
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
た
め
、ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
怠
ら
ず
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

佐
藤
さ
ん
　
昔
か
ら
植
物
や
生
き
物
が
好

き
で
、そ
れ
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
し
た
く
て
、も
り
の
案
内
人
に
な

り
ま
し
た
。

　
小
学
校
な
ど
か
ら
依
頼
を
受
け
て
活
動

し
た
り
、「
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
あ
だ
た

ら
」で
お
客
さ
ん
を
案
内
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
私
の
話
を
聞
い
た
皆
さ
ん
が「
自

然
っ
て
す
ご
い
な
」「
不
思
議
だ
な
、
面

白
い
な
」
と
気
付
き
、
自
然
や
生
態
系
の

大
切
さ
な
ど
を
自
分
か
ら
考
え
始
め
て
く

れ
る
の
が
大
変
う
れ
し
い
で
す
。

　
活
動
を
始
め
て
10
年
以
上
経
ち
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
す
。
山
や
森
に
行

く
た
び
に
、季
節
や
天
気
に
よ
っ
て
新
し

い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分

自
身
で
色
々
な
こ
と
を
経
験
し
て
、皆
さ

ん
に
お
伝
え
し
た
い
で
す
ね
。

　地球温暖化やSDGs（持続可能な開発目標） などにより、世界規模で森林づくりの必要性・
重要性が高まっています。
　福島県は、全国第４位※の森林面積を有し、広 大な県土面積の約７割※が森林に覆われた森林
県であり、県民共有の財産である豊かな森林を未 来へ引き継ぐための取り組みが行われています。
森林で活躍されている皆さんや、令和4年度に開講 する林業アカデミーふくしまについて紹介します。

山
や
森
に
は
気
付
き
が
い
っ
ぱ
い

　福島県もりの案内人は、自然観察会や野外活動、森林づくり
活動などを通して、一緒に学びながら森林の役割や大切さを
広く県民に伝えていくボランティアによる指導者で、福島県が
認定を行っています。
　現在、もりの案内人の認定を受けた方は595名で、県内各地
で活躍中です。

福島県もりの案内人とは？

問 県庁森林保全課　☎024(521)7441
問 ふくしま県民の森
　 フォレストパークあだたら　
　 　☎0243(48)2040

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

豊かな森 林を未来へ豊かな森 林を未来へ

講師をお願いするには？
　森林関係のイベントや学校の環境学習
などで、講師としてもりの案内人の派遣
を希望する場合はフォレストパークあだ
たら内の「福島県森林ボランティアサポー
トセンター」までお問い合わせください。

福島県もりの案内人 検 索

福島県森林ボランティアサポートセンター 検 索

22021年
　8 月号今月の表紙 浜の駅 松川浦

（相馬市）
昨年10月にグランドオープンした「浜の駅 松川浦」。松川浦漁港から約200ｍの場所にあり、水揚げされたばかりの新鮮な
魚介類をはじめ、地元農産物や地域商品コーナー、食堂なども充実しています。「常磐もの」でみんなを笑顔に！



佐久間建設工業株式会社（三島町）
（左）二

に
瓶
へい

 至
よし

隆
たか

さん[会津坂下町出身]、（右）西
にし

 恭
きょうへい

平さん[飯舘村出身]

二
瓶
さ
ん
　
県
立
会
津
農
林
高
等
学
校
の

森
林
環
境
科
卒
業
後
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使

え
た
ら
か
っ
こ
い
い
な
と
思
っ
て
林
業
に

就
き
ま
し
た
。
就
職
後
、林
業
に
ど
ん
ど
ん

興
味
を
持
ち
、今
は
自
分
に
合
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
林
業
の
一
番
の
や
り
が
い
は
、自
分
で

切
っ
て
山
か
ら
運
び
出
し
た
木
が
建
築
や
家

具
の
材
料
に
な
っ
て
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。

　
会
津
地
方
に
は
木
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
に
、

整
備
さ
れ
ず
に
荒
れ
て
い
る
山
が
多
い
で
す
。

今
後
、林
業
従
事
者
が
増
え
て
林
業
が
も
っ

と
盛
ん
に
な
り
、山
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
木
や
森
に
興
味

が
あ
る
人
、ア
ウ
ト
ド
ア
が
好
き
な
人
で
あ

れ
ば
、は
じ
め
は
興
味
本
位
で
い
い
の
で
ぜ

ひ
林
業
へ
の
就
職
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

西
さ
ん
　
前
職
の
住
宅
建
築
の
仕
事
を
通

し
て
、材
木
な
ら
で
は
の
気
持
ち
よ
さ
や
美

し
さ
な
ど
の
魅
力
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の

魅
力
を
自
分
の
伐
採
し
た
木
を
通
し
て
多

く
の
人
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、林

業
に
転
職
し
ま
し
た
。

　
林
業
の
仕
事
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
重
機
と

い
っ
た
機
械
仕
事
が
多
い
の
で
す
が
、そ
の

扱
い
に
慣
れ
て
い
く
こ
と
で
女
性
で
も
取
り

組
め
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
安
全
対
策
は

特
に
気
に
し
て
お
り
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
パ
ン

ツ
や
保
護
ブ
ー
ツ
の
着
用
が
基
本
で
す
。

　
山
で
伐
採
し
苦
労
し
て
搬
出
し
た
木
材

を
製
品
に
し
て
手
元
に
残
せ
る
こ
と
も
あ

り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
豊
か
な
環
境
で
作
業
を
し
て
い
る
と
、

ふ
と
し
た
瞬
間
に
林
業
と
い
う
仕
事
の
充

実
感
を
味
わ
え
ま
す
ね
。

　地球温暖化やSDGs（持続可能な開発目標） などにより、世界規模で森林づくりの必要性・
重要性が高まっています。
　福島県は、全国第４位※の森林面積を有し、広 大な県土面積の約７割※が森林に覆われた森林
県であり、県民共有の財産である豊かな森林を未 来へ引き継ぐための取り組みが行われています。
森林で活躍されている皆さんや、令和4年度に開講 する林業アカデミーふくしまについて紹介します。

林
業
は
木
や
森
が
好
き
な
人
に
お
す
す
め

　県内の森林は、東京電力福島第一原子力発電所事故に
伴う放射性物質の影響により、森林整備や林業生産活動
が停滞しています。また、新規林業就業者が減少しており、
荒廃が懸念されています。
　森林・林業の再生を図るためには、森林整備や木材利
用の推進と、それらを担う林業従事者の育成が課題となっ
ています。

森林整備の停滞と林業従事者の高齢化

林
業
従
事
者
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

豊かな森 林を未来へ豊かな森 林を未来へ特 集

●県内の森林整備面積

●県内の林業従事者
　林業従事者は、国勢調査によると平成27年が2,183
人で平成22年と比較すると横ばいですが、年齢構成
では65歳以上の割合が増加し高齢化しています。

東日本大震災前
約１万２千㌶／年

平成 24年以降
約６千㌶／年に減少

※出典　林野庁「都道府県別森林率･人工林率（平成29年3月31日現在）」

6月号の特集「水害から大切な命を守るために」では、私たち一人一人が防災意識を高めることが何より重要であることを学びま
した。（福島市 80代）読者からのお便り2021年

　8 月号3



知事メッセージ
Message　

県
内
の
広
大
な
森
林
は
、
福
島

県
が
誇
る
す
ば
ら
し
い
宝
で
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性

の
保
全
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

な
ど
、
私
た
ち
に
様
々
な
恵
み
を

も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　
県
で
は
、
福
島
県
森
林
環
境
税

を
活
用
し
て
「
森
林
環
境
の
保
全
」

や
「
森
林
を
全
て
の
県
民
で
守
り

育
て
る
意
識
の
醸
成
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
ほ
か
、
森
林
を
守
り
育

て
る
人
材
の
育
成
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
豊
か
な
森
林
を
維
持
、

管
理
し
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
、
個
人
や
家
庭
、
企
業・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
と
力
を
合
わ

せ
、
県
民
一
人
一
人
が
参
画
す
る

森も

林り

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
　

森も

林り

づ
く
り

福
島
県
知
事 

内
堀 

雅
雄

問 県庁林業振興課　　　☎024(521)7426
　 県林業研究センター　☎024(945)5974

応募方法など、詳しくはホームページをご覧ください。

所在地　〒963-0112　福島県郡山市安積町成田西島坂１（県林業研究センター内）

充実した講師陣により、最先端の林業技術を学べます！

将来、福島の森林で働いてみませんか！

林業アカデミーふくしま
長期研修生 募集！

　研修修了後、１年以内に林業分野に就職
し、地域林業の中核を担う意志を持ってい
る方に対し、研修に専念できるための給付
金制度があります。

受講条件
次の２つの条件を全て満たす者
① 高等学校卒業または同等以上の学力を有する者
② 県内の林業事業体へ就業希望がある者

募集定員 15名程度

研修期間 １年間（令和４年４月から令和５年３月）

受講手数料 年額118,800円
※別途作業服等の費用が必要です。

福島県産材を使用した、最先端林業技術の学び舎が郡山市に誕生

研修施設のイメージ

最新の林業機械・機器、訓練装置を導入し、
実践力を有する林業従事者を育成！

年間最大142万円の研修給付金

令和４年
４月開講

林業アカデミーふくしま 検 索

キビタンの

わかる
県政

キビタンの

わかる
県政

除染で出た土壌の
  行き先を知っていますか？ 

除染によって発生した土壌や廃棄物。県内各地の
仮置場から中間貯蔵施設へ、そしてその先は？ 

問県庁中間貯蔵施設等対策室　☎024（521）8043

検 索福島県  中間貯蔵

除染の様子

1  仮置場から中間貯蔵施設へ

2  中間貯蔵施設での貯蔵
　除去土壌等は搬入後、分別され、最終処分のため県
外に搬出されるまでの間、施設で安全に貯蔵されます。

「県外最終処分」へ
　除去土壌等は、2045年3月までに県外に
搬出、最終処分されることが国の責務として
法律に定められています。
　県では、県外最終処分が確実に実施される
よう、最終処分地の選定方法等、具体的な工
程を示すよう国に求めていきます。

中間貯蔵施設
（双葉町・大熊町）

　県では、国が行う除去土壌等の輸送や
貯蔵が安全かつ確実に行われているか確
認を行っています。

【輸送時の確認】
●仮置場での積み込み作業や輸送ルートでの
走行状況

【中間貯蔵施設等での確認】
●施設での処理や貯蔵の状況
●周辺環境のモニタリング（空気中の　　　
放射線量率、河川の水など）
　結果は県のホームページ
で公表しています。

搬 入

　除染によって発生した県内の除去土壌や廃棄物は
約1,400万立方メートル！ 25メートルプールに換算すると
約2万9千杯分です。これらは、県内各地の仮置場から中
間貯蔵施設に輸送されており、今年度末までにおおむね輸
送が完了する見込みとなっています。

受入・分別施設
（除去土壌から木などを
ふるい分ける施設）

木などの
可燃物

減容化施設
（木などを燃やす施設）

灰

廃棄物貯蔵施設
（灰を保管する施設）

土壌貯蔵施設（土を貯蔵する施設）

土

4読者からのお便り 2021年
　8 月号

水害や地震などの自然災害が多いので、興味を持って拝読しました。職場にいるときの避難のことも考えるきっかけになりました。
（白河市 30代）


